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(57)【要約】

【課題】胎児感染の検出方法を提供する。

【解決手段】妊娠中の対象に由来する試料に含まれる細

菌量を評価することと、前記細菌量に基づいて、前記試

料と対象における胎児感染とを関連付けることと、を含

む胎児感染の検出方法である。前記細菌量の評価は、定

量ＰＣＲ法で行われてよく、前記試料中の１６Ｓリボソ

ーム遺伝子のコピー数を測定することを含んでいてよい

。試料は、対象の羊水に由来してよい。

【選択図】図１０Ａ
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